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達する時間は加速電圧をVaとするとi1- 2.64× 10-4僻 (S)となり､EAlの出口からEA2の入口までは
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図 6:ResultantinternalenergydistributionforCt.toCt8.
で与えられる｡ここでがま幾何学的条件から来る定数である｡この親イオンからEA1-EA2間で崩壊して得られる
娘イオンの強度は
丁ぎ~tId-一二
kn
kn-kn_2
dEpn(E)exp(-k.,(E)tl)×
lexp(-kn-2(Ed)i2)-eXp(-kn(E)t2)]
×exp(-kn(E)i3) (10)
となる｡よって､観測される娘イオンの親イオンに対する比はRn= Id/InとなるO
以上の式から一つのパラメーター 7760を用いることによってすべての実験結果を計算することができるo図4は
(n-50も068)に対する計算結果である｡すべての実験データは一つのパラメーターTi50と1×10~5(S)でよく再現
できている｡この時の内部エネルギー分布をC.+.からC6+8までについてグラフにしてみると図6のようになる｡こ
れらの内部エネルギー分布は安定であるものほど広い分布を持つことになっており､明らかに熱平衡の時のもの
とは違っている｡
4 Conclusion
我々はプラズマタイプイオン源から得られるフラーレンイオンの質量分布およびその崩壊過程について注目し
た.質量分布はCf.からC3+2までC2おきに広く分布し､これはイオン源内でC2放出過程が主過程であることを示
している｡FHB模型をevaporatingensembleの考え方とともに考えることにより､各々のフラーレンに対する崩
壊確率とその加速電圧をよく再現することができた｡この計算において我々は一つのパラメーター 7160をもちい､
その億は7160と1×10-5(S)となり､実験装置の幾何学的条件と一致した｡これらのことから､プラズマタイプイ
オン源のアーク放電の物理的状態はevaporatingensembleの初期状態と醗似していることがわかった｡
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